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Ⅲ 令和６年度の事業計画と予算 
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１ 令和６事業年度予算の概要 

兵庫県道路公社は、「安全を最優先し、いつでも安心して快適に利用できる道路サービスの

提供により交流を促進し、持続的に成長する元気な地域づくりに貢献すること」を経営理念

として、中期経営計画（令和５年度～令和８年度）に基づき、県内基幹道路八連携軸の一翼

を担う播但連絡道路及び遠阪トンネルの２路線の計画的な管理運営に取り組む。 

 

（大規模修繕） 

大規模修繕については、播但連絡道路の全体の約６割の構造物が 35 年を経過し、経年劣

化等による損傷が顕在化している。2 巡目の法定点検結果等を踏まえ必要な対策を早期かつ

計画的に推進する。 

特に損傷が著しく緊急度の高い橋梁（要対策 121 橋中 19 橋）やトンネルについては、残

る市川大橋２橋において早期措置が必要な床版取替や伸縮装置取替は、令和５年度に概成し

た。引き続き、橋梁長寿命化修繕計画に基づき構造に影響を及ぼす顕著な損傷を有する橋梁

や早期措置が必要なトンネル等において、予防保全等の対策に取り組むとともに３巡目の法

定点検に着手する。 

 

（緊急輸送道路としての新たな橋梁耐震対策の実施） 

  橋梁耐震対策については、熊本地震（H28.4）を踏まえた緊急輸送道路を発災後速やかに   

機能回復する新たな橋梁耐震対策について、令和８年度全線２車線完了（要対策 81橋中 41

橋）を目指し重点的に取り組む。 

 

（安全・安心・快適な道路環境の維持） 

24 時間 365 日体制による日常管理、緊急事態を想定した未然の備えに取り組むとともに、

安全・安心・快適な走行環境の確保に取り組む。 

・24時間365日体制の道路設備の監視制御や道路パトロール等の交通管理 

・冬季の除雪凍結対策（冬用タイヤ装着指導等を含む） 

・災害・事故など緊急事態を想定した訓練・研修 

・路面性状調査等に基づき、早急に舗装修繕が必要な区間の対策を重点的に推進 

・インボイス制度（適格請求書等保存方式）に対応した料金機器の導入 等 

 

（サービスエリア・パーキングエリアの充実） 

快適で賑わいのあるＳＡ・ＰＡとするため、市川ＳＡにおいて営業事業者変更に伴い新メ
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ニューを提供するなど、引き続き営業事業者と連携・協力してサービスの向上に努めるとと

もに、沿線市町等と連携して地域情報を発信するなど地域活性化の取組みを進める。 

また、環境にやさしい高速道路の実現とサービスエリアの利便性向上のため、市川ＳＡへ

の電気自動車用急速充電設備の導入について、共同事業者との業務提携基本契約書に基づく

工事協定書を締結し、年内の運用開始を目指す。 

 

（良好な道路サービスを持続的に提供するための健全な経営） 

建設費の着実な償還を図りながら適切な維持管理を推進するために、コスト縮減や利用促

進を図る。 

ア コスト縮減・長寿命化及び業務の効率化 

・工事実施における大規模修繕と耐震対策の同時施工や新工法の採用、ＤＸの活用 

・播但連絡道路における料金自動収受機の導入（市川南・神崎南料金所） 

・供用から45年が経過した遠阪トンネルにおける老朽化が著しいトンネル設備の対

応方針の検討 等 

 

イ 利用促進の取組 

・播但道フォトコンテストの開催 

・高速道路会社と連携した周遊ドライブパス、「ツーリングプラン」 

 

これらの実施にあたり、令和６事業年度当初予算は、収入１４，２４８百万円、支出１３，

６０７百万円を計上する。また、債務負担行為限度額は２，６３５百万円（令和７年度１，

６４３百万円、令和８年度９９２百万円）を計上する。 
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２ 事 業 計 画 

 令和６業年度の計画を次のとおりとする。 

⑴  収  入 

① 道路料金収入 

管 理 区 間 予 定 収 入 路  線  延  長  (㎞) 

播 但 連 絡 道 路 4,953,773 ６５．１ 

遠 阪 ト ン ネ ル 938,469 ４．７ 

計 5,892,242 ６９．８ 

 

②  附帯事業収入 

事 業 箇 所 名 予 定 収 入 主    な    内    容 

市 川 ・ 豊 富 休 憩 所 17,675 
レストラン・売店（市川）、コンビニ(豊富南行)、 
自動販売機(市川、豊富北行、和田山南行) 

 

⑵ 支  出 

①  維持修繕計画 

事 業 箇 所 名 予 算 額 主    な    内    容 

播 但 連 絡 道 路 3,900,807 

大規模修繕に係る橋梁修繕・橋梁耐震化、除草、設備

保守点検、雪氷対策、トンネル・橋梁等定期点検、道

路舗装修繕、遠方監視制御設備・トンネル防災設備・

ITV 設備・非常電話等更新、トンネル照明 LED リース 

等 

遠 阪 ト ン ネ ル 217,200 路面清掃、除草、設備保守点検、雪氷対策 等 

計 4,118,007  

 

(単位：千円) 

(単位：千円) 

(単位：千円) 
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 ② 業務委託計画  

事 業 箇 所 名 予 算 額 主    な    内    容 

播 但 連 絡 道 路 1,285,475 
料金収受業務、交通管理業務、清掃業務、料金収受機

器・ETC 設備等保守点検業務、償還計画策定業務 等 

遠 阪 ト ン ネ ル 112,571 
料金収受業務、交通管理業務、料金収受機器・ETC 設

備等保守点検業務 等 

市 川 ・ 豊 富 休 憩 所 1,234 清掃業務 

計 1,399,280  

 

③ 施設改良計画 

事 業 箇 所 名 予 算 額 主    な    内    容 

播 但 連 絡 道 路 46,970 雪氷車１台更新 

計 46,970  

 

 

 

(単位：千円) 

(単位：千円) 
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３ 収入支出予算 

 

⑴  収  入  

予  算  科  目 
予    算    額 

令和６年度当初予算 令和５年度当初予算 

(款) (項) 

事 業 収 入 

業 務 収 入 

(播但連絡道路料金収入 ) 

(遠阪トンネル料金収入 ) 

(休 憩 所 収 入 ) 

(業 務 雑 収 入 ) 

業 務 外 収 入 

資 本 的 収 入 

公  社  債  券 

 

６，０４７，５８０ 

５，９１２，２２８ 

（４，９５３，７７３） 

（９３８，４６９） 

（１７，６７５） 

（２，３１１） 

１３５，３５２ 

８，２００，０００ 

８，２００，０００ 

 

６，０７０，９０２ 

６，０５０，４０６ 

（５，０５３，７０３） 

（９７０，９４２） 

（２３，４５１） 

（２，３１０） 

２０，４９６ 

７，４００，０００ 

７，４００，０００ 

合 計 １４，２４７，５８０ １３，４７０，９０２ 

対 前 年 度 比 ( ％ ) １０５．８ １０４．８ 

 

 

 

  

(単位：千円) 
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⑵  支  出 

予  算  科  目 
予    算    額 

令和６年度当初予算 令和５年度当初予算 

(款) (項) 

事 業 費 用 

業 務 管 理 費 

(播但連絡道路管理費 ) 

(遠阪トンネル管理費 ) 

(休 憩 所 管 理 費 ) 

一 般 管 理 費 

業 務 外 費 用 

資 本 的 支 出 

施 設 改 良 費 

償 還 金 

 

６，５８７，５３５ 

６，３６０，４６１ 

（５，９５４，５４８） 

（３８９，７７９） 

（１６，１３４） 

２００，５４６ 

２６，５２８ 

７，０１９，９６１ 

４６，９７０ 

６，９７２，９９１ 

 

６，３６０，６４９ 

６，１５９，８７０ 

（５，８８８，１１１） 

（２５４，９２６） 

（１６，８３３） 

１４６，０２３ 

５４，７５６ 

６，０４３，５４７ 

２４８，９１８ 

５，７９４，６２９ 

合 計 １３，６０７，４９６ １２，４０４，１９６ 

対 前 年 度 比 ( ％ ) １０９．７ ９６．１ 

 

  

(単位：千円) 
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施設改良費
226,157千円
(1.7％)

施設改良費
46,970千円
(0.4％)

令和６事業年度収入支出当初予算構成図 

 

 ⑴ 収入 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 ⑵ 支出  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

播但連絡道路料金収入 
4,953,773 千円 
(34.8％) 

事業収入 
6,047,580 千円 
(42.5％) 

業務外収入 
135,352 千円 
(1.0％) 

遠阪トンネル管理費 
389,779 千円 
(2.9％) 

 
 

遠阪トンネル料金収入 
938,469 千円 
(6.6％) 

公社債券 
8,200,000 千円 
(57.5％) 

播但連絡道路管理費 
5,954,548 千円 
(43.8％) 

資本的支出 
7,019,961 千円 
(51.6％) 

事業費用 
6,587,535 千円 
(48.4％) 

資本的収入 
8,200,000 千円 
(57.5％) 

償 還 金 
6,972,991 千円 
(51.2％) 

休憩所・一般管理費 
業務外費用 
243,208 千円 
(1.8％) 

休憩所・業務雑収入 
19,986 千円 
(0.1％) 


